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修士論文 2014 年度(平成 26 年度) 

高等教育における ICT 技術を用いた 

聴覚障害者へのサポート  

論文要旨 

これからの高等教育の現場においてアクセシビリティが一つの課題になると 

考えられる。本論文では特に聴覚障害者に対して焦点を当てて、ICT 技術を用い 

たサポートの方法を模索し、その有効性を分析していく。 

まず現在の問題として、現実での授業や e-learning システムを用いた教育 

においてリアルタイムでの文字情報サポートや動画への字幕付与が無いため、 

聴覚障害者は音声情報を得ることが出来ず教育への参加が困難になっているこ 

とが挙げられる。聴覚障害者に文字情報によるサポートを提供するためには、 

話者の話を聞きながらリアルタイムで文字情報の付与を行ってくれるプロであ 

る Expert なノートテイカーが必要だが、その数が聴覚障害者の数に対して不足 

しており、またプロである Expert に依頼するにはコストがかかることから、日 

常の教育現場でのノートテイカーは経験の少ない学生による Non-Expert がほと 

んどである。そのために聴覚障害者は質の高い文字情報のサポートを受ける機 

会が制限されていることが多く、結果として教育を受ける機会の損失という問 

題を抱えている。 

そこで本論文では、自動補完機能などの文字入力支援といった ICT 技術を用 

いることで、学生などの Non-Expert のノートテイカーでも特別な訓練無しに、 

日常の現場において質の高い文字情報サポートを聴覚障害者に提供できる方法 

を模索していく。 

キーワード:

聴覚障害, 情報保障, 字幕, アクセシビリティ, 教育, e-learning

慶應義塾大学大学院 メディアデザイン研究科 

児玉 英之 
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Abstract of Master’s Thesis of Academic Year   2014 

The Support with ICT for Deaf and Hard of Hearing 

in Higher Education 

Summary 

“Accessibility” is a fundamental need in higher education. This research 

thesis focuses on accessibility for Deaf and Hard of Hearing (DHH) 

individuals in higher education and suggests a new solution with integration 

of ICT support technology. 

In the current situation, DHHs have difficulty in joining opportunities of 

engagement and social interactions. Class conversations and or discussions 

become hindered because of a lack of support for DHHs, in higher education. 

This is a visible problem in both real world and e-learning contexts. In 

addition, there are limitations in supporter’s skills and a lack of 

understanding about DHHs that are contributing to the existing problems. 

The aim of this research is to propose a new solution, which attempts to 

enable non-expert note-takers (supporters) to assist DHHs at the same level 

as an expert note-taker, in real-time. Through features like an 

auto-completion function, non-expert note-takers can produce ‘expert’ 

quality work. This is in hopes of improving support options for DHHs in 

higher education. 

Keywords: 

Deaf and Hard of Hearing, Captioning, Accessibility, Education, E-learning 

Graduate School of Media Design, Keio University 

Hideyuki Kodama 
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第 1 章 

序 論 
1.1. 研究の背景 

1.1.1 聴覚障害者としての私自身 

  私自身が聴覚障害者であり、日常生活の中で講義やミーティングといった聴 

者なら当たり前に参加出来る社会活動に参加することが出来ず、しばしば孤立 

した思いをすることがあった。そこで当事者として、現在の聴覚障害サポート 

の質を ICT 技術によって高めることは出来ないかと感じたことが本研究を行う 

ことになったきっかけである。それは今まで受けてきた聴覚障害者へのサポー 

トに限界を感じてきたと同時に、本メディアデザイン研究科で得た知見や技術

を用いて新たなサポートの手法を模索しイノベーションを起こしたいと考えた 

からである。

 
1.1.2 聴覚障害者の社会参加の現状 

まず全体の聴覚障害者数を見た場合、現在の我が国の聴覚障害者数は平成 18 

年度時点で36万人 1 おり、これは 36年前の昭和 45年度時点と比較して約 10  
万人の増加である。増加の要因としては、以前は聴覚障害であることをひた隠 

しにされていたのが現在は表に出しやすくなったことや高齢化による聴力の低 

下などの社会的背景があると考えられる。 

次に高等教育機関である大学・短期大学・高等専門学校に在籍する聴覚障害 

学生数は平成 25 年度時点で 1609人 2 である。この中には高校までを健聴者が 

通う学校で過ごした者もいれば、ろう学校で過ごした者もおり生い立ちは様々 

である。そして大学ならびに短期大学に限定した場合、聴覚障害学生が在籍し 

ている学校は全体の33%2であった。文部科学省の統計によると全国に大学数は 

平成 25 年時点で国立・公立・私立を含めて全部で 770 校あるが、この 33%に 

聴覚障害者が集中していると言える。また、1校あたり 1～3 名以下である学校 

の割合は、聴覚障害学生の在籍している全学校のうち80%であった。以上のこ 

とから、聴覚障害学生はまんべんなく各学校に在籍しているのではなく、ある 

特定の学校に10～20人以上の学生が集中しているということが分かる。そのた 

め、聴覚障害学生が1～3 名しか居ない大学でノートテイカーを育てたりノート 
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テイカーに支払う費用や育成費を捻出したりなどの支援制度を作っても、その

学生が卒業してしまうと支援制度が無くなってしまい、次に聴覚障害学生が入 

学した時には既に存在しないという事態が起きる。その結果、また支援制度を 

ーから作り直さねばならず大学として見た時にノートテイカーの質が下がるこ 

とになる。これも現在の高等教育における聴覚障害学生支援が抱える問題のー 

つであると言える。 

1.1.3 現行の情報保障について  

  まず、聴覚障害者へのサポートの際に使われるー般的な用語である「情報保 

障」について説明する。「情報保障」とは、障害者が情報を欠くことがないよう 

にするという同意から発する社会的活動ないし配慮[1]と定義されており、本来 

は聴覚障害のみを対象にしている訳では無いが 特に「聴覚に障害を持つ人々に 

音声情報を伝達する手段や活動」のことをさす場合もある[2]。聴覚障害者は音 

声情報を獲得する手段が限られているが、健聴者が獲得している情報と同等の 

情報を何らかの代替手段によって聴覚障害者に提供することを保障する、と考 

えれば分かりやすいだろう。 

現行の聴覚障害者に対する情報保障の種類は主に 4 種類があり、それぞれの 

情報保障にはメリットとデメリットがある。それらを列挙したものが、以下の 

表 1.1である。そして、それぞれの情報保障を成立するためにはサポートをする 

人が必要であり、手話通訳であれば手話通訳士、要約筆記であれば要約筆記者 

と呼ばれている。彼らが提供する情報の質にはそれぞれの経験やスキルに依存 

しており、報酬を対価とするプロフェッショナルの人もいれば、高等教育機関 

における学生アルバイトやボランティアのように専門としないノンプロフェッ 

ショナルの人もいる。本研究では前者を Expert、後者を Non-Expert と定義し

て話を進めていく。 

本研究ではこの 4 つの情報保障のうちパソコン要約筆記に焦点をあてていく。 

その理由は 3 つあり、1 つ目は、手話通訳に焦点を当てたとしても手話を理解す 

る聴覚障害者が少ないので、まずは文字情報の提供に焦点を当てた。厚生労働 

省の統計によると、聴覚障害者のうち実際に手話を使用しているのは 18.9%だ 

けで、更に私の経験から言うと手話が出来ても専門レベルの内容を理解出来る 

聴覚障害者は少ない。もちろん手話は聴覚障害者にとって重要な言語ではある 

が、本研究では多くの聴覚障害者が文字情報によるサポートを受けられるよう 
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にという意味で、文字によるパソコン要約筆記を選択した。2 つ目は、手書き要 

約筆記は Non-Expert でもすぐに始められる良いサポート方法ではあるが、パ 

ソコンの使用者が増えてきた現在においては、手書き要約筆記と比べてパソコ 

ン要約筆記の方が多くの文字情報を提供出来るため有効であると考え、パソコ 

ン要約筆記を選択した。3 つ目は音声認識についてで、現在も音声認識を用いた 

聴覚障害者支援の研究はなされているが、講演者が喋った内容を復唱者が復唱 

しその声を音声認識させるという手段がほとんどである。そのため復唱者を用 

いた音声認識は復唱者のトレーニングが必要なためにコストが高くなるし、ま 

た音声認識のみで文字情報を付与しようとすれば音声認識の認識率が著しく低 

くなってしまい使用に耐えるものにはならないので選択肢から除外した。 

以上の理由から、本研究ではパソコン要約筆記において Non-Expert が ICT 

技術の助けを得てどれだけ質の高い文字情報を提供し要約筆記レベルを向上さ 

せることが可能かを探って行く。 

 
表 1.1: 情報保障の種類（4 種類） 

 
 

 メリット デメリット コスト 

手話通訳 ディスカッションな 

どにも対応出来る 

手話通訳の熟練者で無 

いと難しい 

高 

要約筆記（手書き） 誰でも出来る 提供者のレベルによっ 

てばらつきが大きい 

レベル 

に依存 

要約筆記（パソコン） 手書きよりも速く出 

来る 

提供者のレベルによっ 

てばらつきが大きい 

レベル 

に依存 

音声認識 提供者を用意しなく 

てもソフトのみで完 

結する 

認識率が実用レベルま 

でではない 

低 



4  

 
1.1.4 e-learning における情報保障 

最近は JMOOC3 などの e-learning による学習機会に拡大が福われており、こ 

れはインターネットに接続出来るあらゆる人々に学習機会を提供するという意 

味で社会的に有意義なものであると考えられる。しかしそれにも関わらず、聴 

覚障害者は動画内で講師が話されている内容を知る手段が限られており、動画 

に字幕を付与するなどの情報保障がなければ学習機会を得たことにならない。 

これは現実の授業でも e-learning による授業でも変わらず、学習機会の平等性 

を考える上でこれから解決していかなければならない問題と言えるだろう。 

 
1.2 研究の目的 

本研究の目的は、Non-Expert の情報保障の提供者の情報保障技術 Expert の 

提供者のレベルまでに高めることを最終目標に、ICT 技術によってどれだけ向 

上させされるかを探ることである。Non-Expert の情報保障の提供者のレベルが 

向上することによって、聴覚障害者が身近な友人などの Non-Expert に気軽に 

情報保障を依頼することができ、なおかつある一定レベル以上の情報保障を聴 

覚障害者が受けることが出来るようにすることが目的である。 

また、ただ ICT 技術を用いて要約筆記のレベルを向上させるのではなく、そ 

れが聴覚障害者の物理的ならびに精神的負担無く実現可能なものでなければな 

らない。例えば、インターネットを用いて遠隔での復唱者を用いた音声認識に 

よる情報保障は既に先行事例があるが、そのために高速インターネットが必要 

になるし、また復唱者を予約しそれ相応の費用を支払わねばならないなど、聴 

覚障害者にとって使用のハードルが高いと言わざるを得ない。これは当事者で 

ある私が実際に感じたことである。そのため、そういった物理的・精神的な負 

担を減らすために、聴覚障害者の周りにいる Non-Expert に情報保障をやって 

もらい、なおかつその要約筆記レベルも高められるようにするというのが本研 

究において重要なポイントである。 
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1.3 本研究における定義 

聴覚障害者 

その名のとおり聴覚に障害を持つ人たちのことであり、ろう者、難聴者、 

中途失聴者、老人性難聴者が含まれる。また我が国の身体障害福祉法 4 にお 

いては、聴力のレベルに応じて聴覚障害 2 級から 6 級が分類されており、両 

耳の聴力レベルが 70db 未満であったりすると聴覚障害者と認定されない。 

すなわち片耳の聴力レベルが 70db 以上であっても 90db 未満だと聴覚障害と 

認定されないのである。これは聴覚障害の現状を反映しているとは言いがた 

く、本研究では WHO（世界保健機関）による規定 5 を引用し、26db 以上を 

聴覚障害者と定義することにする。なお、これはあくまでも本研究における 

定義であって、「聴覚障害」の定義そのものには多くの議論がなされているこ 

とを付記したい。 

情報保障 

  身体的なハンディキャップにより情報を収集することが出来ない者に対し 

代替手段を用いて情報を提供することである。聴覚障害者の場合は、彼らが 

聞き取ることの出来ない音声情報を、代替手段によって健聴者と同等の聞く 

権利を保障するという意味で使われる。 

1.4 本論文の構成 

本論文は第１章から第５章で構成されており、第 1 章では私が本研究を行う 

ことにした背景や動機が述べられており、第２章では関連研究について述べら 

れている。第３章ではどのようにプロトタイプを開発し実装したかを、第４章 

ではそのプロトタイプの実験ならびに評価の結果が載せられている。第 5 章で 

は、第１章から第４章のまとめとして結論および今後の展望を記載してある。 
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調査 (平成 25 年度版)」 

http://www.jasso.go.jp/tokubetsu_shien/chosa.html 

3. 日本オープンオンライン教育推進協議会（JMOOC) 

http://www.jmooc.jp/ 

4. 身体障害者福祉法施行規則 別表第五号 「身体障害者障害程度等級表」 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S25/S25F03601000015.html 

5. World Health Organization ”Grades of hearing impairment” 

http://www.who.int/pbd/deafness/hearing_impairment_grades/ 

en/ 

http://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/h25hakusho/
http://www.jasso.go.jp/tokubetsu_shien/chosa.html
http://www.jmooc.jp/
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S25/S25F03601000015.html
http://www.who.int/pbd/deafness/hearing_impairment_grades/
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� 2� 

" � � � � � � � �
2.1. ʮʕȏȜ 
2.1.1 ŪĖ¶ʴ1ǵǰ 
� ��+2ˉȡƗɆǉʮ+
Cġį/��CŪĖ¶ʴ/ǪǨGŘ**���ġ

į/��CƇǁƓƏÊĵ,�*2m�hfLT�ƗĳÊœŉʢŰ�p`W�f

LT.-�ƃ�AD�Ĳʳ/Ĳƞ�D*�CƇǁƓƏÊĵ�5/"DA1Ĳƞ

Ǵ2�ɖ 2.1 (ƠƴįǹƓƏǉǃ�ʴĴ1
Cįǹ1¸įƓƏ/ʮ�CĲŮɴƼ 
(ōų 25ŎŒǭ)	�AŗǺ) 1ʓB+
C� 

ɖ 2.1: ĎÊġį/��CŪĖ¶ʴ1ĲƞÊĵ 
ˋƠƴįǹƓƏǉǃ�ʴĴ1
Cįǹ1¸įƓƏ/

ʮ�CĲŮɴƼ (ōų 25ŎŒǭ)	@BŗǺˌ 
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� �D2ŪĖ¶ʴ+2.�ƇǁƓƏ+
C�,/ǿŬ�D$���.F&�Ɨ

ĳÊœŉʢŰ2ƇǁƓƏ+2
C��"D/@'*ɄɟʴĴįǹ1ŪĖ¶ʴ�

.�DCɨ+2ǩ�,���,+
C�"D2œŉ1ʢŰGò�$,�*=Ʉ

Ú1Ğã�
CF�+2.�� ɀ1ɬ�*�CÊĵ�Î�A.�$<+
C�

�$�'*�ƴȏȜ+2�1ɖ1�&�m�hfLT�p`W�fLT�Ŷɬ

ʓɨ�qgQƗƵīŌ¡�1 4(GŪĖ¶ʴ,�*ıȼ�C� 
� .��� D�1ŪĖ¶ʴ1ŶǑGǺ�D3Æ*1ɄɟʴĴįǹ/,'*1

ƓƏ/.C,2ʯA.��"1ǷǼ2�ŶɬGȟ�ɢɯ,�Cįǹ=�D3�

ŶɬG:'$�¯F.�įǹ=�B��A/ɄɟʴĴįǹ,�ó/ɢ'*="

D#D1Ƀ��Ɲ/2Ǆ�
C�A+
C�"DƖ/�ǖ<ADCƓƏ1Êĵ

="D#D/ť�$=1/�.�D3.A.��

� ƴȏȜ+2�1 4(1�&�p`W�ɜȩȠɦ/ǪǨGŘ**���p`W
�ɜȩȠɦ,2��YL�w�.-1�FB/�Ƀ�$ʽĝGp`W�1S�y

�iG¯'*ƙīÅÚ�CƝǛ	[3]+
C� 

2.1.2 p`W�ɜȩȠɦ1ǵǰ 
� : p`W�ɜȩȠɦ1ǵǰŻƎ/(�*ʎ7C�ɜȩȠɦ1ŶǑ/2Ŷƫ

�,p`W�1ˑțˆ�
C���1 2(2-1�A�1ņ�
C�Gʎ7C�
Ȗł(2004)1ȏȜ [4]/@C,�ƫ�ʄ��$ƙīˋ4A�.ˌƘGp`W�ɜ
ȩȠɦ,Ŷƫ�ɜȩȠɦ,+ǔʉ�$ėø�p`W�ɜȩȠɦ2 5 Ù�Ŷƫ�
ɜȩȠɦ2 3 ÙȚŒ1ŪĖGƌ±�*�C,Ėþ�D*�C��1�,�A�
p`W�ɜȩȠɦ2Ŷƫ�ɜȩȠɦ@B=Ġ�1ŪĖG¨ʚ��CõɈŧ�Ȓ

Ą�DC�"�*�ġį/��Cp`W�ɜȩȠɦ�-D%�1ŪĖG¶ʴ�

*�C�GƯǞA(2009) [5]�ʥȆ¾ʼ�ʃȆ¾ʼ�ƦʭȆ¾ʼ�AÎƹ�$ȏ
Ȝ�
C��1ȏȜ+2�p`W�ɜȩȠɦ1ʳ1S�ÅÚ®ǁ,ʽĝ-ƙīĞ
ƍ®ǁ1 2(1úƦÌǷ1ɈÚ�ʤɜ+
C,ʎ7AD*�C� 
� ȲˈGƯ�Cɀ/@Cp`W�ɜȩȠɦ1Ưàŧ/(�*=ƯǞA(2012) [6]
1ȏȜ�ìȿ/.B�ƓƏȲˈ1ņ/@CɨÍǴ1ņ2 10%,ƯŬ.¼�ɮ<
AD$,
C�:$ʕƑÅÚ1ɨÍǴ/=ʎ7AD*�B�èǱÅÚƝŖ1ė

ø2 20-50%1ɨÍǴ���Ɲ�ʕƑÅÚƝŖ1ėø2 40-80%,���,�Î
�'$����wJ1ȱ;øF!/@'*2ɨÍǴ�ª�.CõɈŧ=ȒĄ�

D*�B�"1ɜĊ/(�*2ƪ.CȏȜ�Ťɜ+
C,=ʎ7AD*�B�
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�D/(�*2 2.1.1+1ÄɔɴƼ+ɭ��ʎ7C� 

� "�*ɛƘ�1 Non-Expert 1ŪĖ¶ʴƌ±ɀ1ɨÍȳƻGàƻȆ/ȱ;ø

F!C�,+�ŪĖ¶ʴ1�v�G Expert1�v�:+/ˉ<C$<1ŶǑ/

(�*ȏȜ�D*�C1� LaseckiA[7]1ȏȜ+
C��1ȏȜ/@C, 4�

1Non-Expert1ɨÍȳƻGàƻȆ/ȱ;øF!C�,+�ŪĖ¶ʴ1 coverage

G 80%:+/ˉ<C�,�+��10�1ɨÍȳƻGǺ�C, 95%:+/ˉ<A

DC,1�,+
C�

2.1.3 ŪĖ¶ʴ/��CÅÚɚİ 

� ŪĖ¶ʴ/��CÅÚɚİ1Ưàŧ/(�*ʎ7$ɵƙ2ōų 26Ŏ 6ƮƦǨ

+2ɝ(�A.�'$�.��ɵƙGƉ�ʳ/ȗ�Ǻ�$ǀȮ�`�].A5

/ǀȮS���i2£�1ʓB+
C�

ɖ 2.2: ǀȮ�`�]�@5ǀȮS���i 

ǀȮ�`�] CiNii 

ǀȮS���i ÅÚ� ɚİ� ŪĖ¶ʴ

ɉá� ɚİ� ŪĖ¶ʴ

ÅÚ� ɚİ� ɜȩȠɦ

ɉá� ɚİ� ɜȩȠɦ

2.2. �¿ɴƼ 

ƴȏȜ+1u�bThʬȃ/Äȝ'* 3(1�¿ɴƼGɔ'$� 

2.2.1 2�wJ/@Cp`W�ɜȩȠɦ 

� Non-Expert /@C 2 �wJ+1p`W�ɜȩȠɦGɔ'$�¯Ǻe��2

Googlei�Lt1 DocumentǉɈ+
C� 

� ɗˈɀ2 4 �+�"1�&ĉȢ�ŠAD$ 3 �1ȳƻG£�/ʎ7C��1

�¿ɴƼ+2�èǱÅÚ,ʕƑÅÚ1ǔʉ.A5/T�]Ê,T�]ğ1ʜʲ

ÅÚ1ǔʉGɔ'$�: �èǱÅÚ,ʕƑÅÚ/ʮ�*2�3�,=èǱÅÚ

@B=ʕƑÅÚ�ʹ��,��ĉȢ%'$�"1ǷǼ,�*�-1@�/ÅÚ

1ÎſGƄBÎ�D3��1�Î�A.��,>Googlei�Lt1Document
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ǉɈ�ʕƑÅÚ/Ĺť�$[]f}+2.�$</�ɲ�¬Gƫ�3��1�	

�ɝ*Î�CL�a�sN�]+.�'$�,�ƃ�ADC�ǋ/�T�]Ê

,T�]ğ1ʜʲÅÚ1ǔʉGɔ'$,�E 3 �,=ʜʲÅÚ�ʹ��,1ĉ
Ȣ%'$��ȁ1ɜĊ,�*ʽĝǸę�ɐ��ũ�'$�,�ƃ�AD�:$

 1ɜĊ,�*R~�1©Ȼ�ũ�'$�,/@B]T����ɝ�.�'$

�,�ƃ�AD$��1ÄɔɴƼ�AŠAD$ȍɝG"D#D:,<C,�£

�1 2(/ʶȩ�DC� 

ɖ 2.3: ʕƑÅÚ,ʜʲÅÚ1ÄɔɴƼ1ȳƻ 

ʕƑÅÚ ɲ�¬Gŷ*3ɍ�1��Î�A Ǡ��C�

ʜʲÅÚ ʽĝǸę/ɐ��Śʾ�D�:$]T����ɝ�C�-��=ʤ

ɜ.ɜĊ+
C�

2.2.2 T�Mi/@Cp`W�ɜȩȠɦ 
� T�]Ê+T�Mi+1p`W�ɜȩȠɦGɔ'$�ǀɩǸę2£�1ʓB

+
C����AÎ�'$�,2��Ƙ�Ġ�D3Ġ�8-ŪĖ¶ʴ1ʃ�ü

��C,2ʯA.��,+
C��$�'*�Ñţɀ1T�Mi+ɛƘ�/@

Cp`W�ɜȩȠɦ2ʹ��,���,+
C���+2úƦÅÚ�D*�C

ƦʭGɣǣ�$��D/@'*�ɛƘ�+1ŪĖ¶ʴGȲˈ�$�,1ǩ��

��ɛƘ�ÅÚ1ʳ/ˋ-1@�/ÅÚ�*ɍ���Î�A.�$</ˌ-D

%�ÅÚGǍ<*�:'*�C�G
CȚŒƋǣ�C�,�ÍƷC�

ƠƦ˘2013Ŏ 6Ʈ 25Ơ 18:10-19:40 
ėŵ˘�ǻYf�LhS��p]

Ĺɼ˘`�[��sILj�]ˋ¦ɒ½ˌ

Ĺɼɀ˘�1T�]/ìÛ�*�Cįǹˋŕ7�Ƙ 5�ˌ 
žÍƦʭ˘�2Î 56ș��2Î 15ș 
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表 2.4: クラウドのパソコン要約筆記の実験結果 

 
 

 1 回目 2 回目 

時間 2:56 2:15 

人数 2 名 3 名 

同時入力 1:00 (約 34%) 1:10 (51%) 

 

 

 

 

 
 

図 2.1: 第 1 回目の実験状況の画面キャプチャ 
 
 

 

 
図 2.2: 第 2 回目の実験状況の画面キャプチャ 
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� £�1ȳƻ�A�ɛƘ�+p`W�ɜȩȠɦGɔ�3èȫ/èǱ1 2 º1à
Ǵ/.C,2ʯA.��,�Î�'$�"D2žÍƦʭÊ/��CúƦÅÚ1

Ʀʭ� 100%+2ǩ��,�A=Î�C��1 2ĉ1�¿ɴƼ�A2�Ʀʭ+ǔ
ʉ�$ʳ1úƦÅÚ1àǴ2ȩ 30%-50%+�èǱÅÚ1Ùø2ȩ 50%-70%+

'$��D2�ȫȧ.úƦÅÚGȿ�$ʳ/2 50%-70%1�]�
C,=ɢ
�C�:$Ʀʭ/@Cǔʉ%�+2.��ÅÚÊĵ/@Cǔʉ=ɔ�Ťɜ�


E�� 
� "�*�ɠĸ�*�$ȳƻ,�*�3�1úƦÅÚ/=ʮFA Ĳʳ2 2�+
1ÅÚ/.'*�C�,>�ˑ�+úƦÅÚ�*�CƦ/Êĵ�ʤɛ�*�:

��:$ 2 �,=úƦ/"1ƙȞG×ʱ�@�,�*�:�V�]�ɝò�A
D$��1�,�A�ƳȲˈɀ/@CɛƘ�Ƙ+1p`W�ɜȩȠɦ2ɥȹǩ

�/2Čʹ+
C�,�Î�'$� 
 
2.2.3 ƇǁÊW|�kV�[��e��/@CƓƏ 
� �1ÄɔɴƼ2ƇǁÊ1 Twitter 1@�.W|�kV�[���
D3�Ƈ
ǁ1ìÛɀʚ�ɄɟʴĴįǹGƓƏ�*�C,Ŭɹ�C�,ǩ��ƇǁÊ1W

|�kV�[���ƙīã�DC�,/@'*ȳƻȆ/ɄɟʴĴįǹ1ƓƏ/

Ⱥ�C1+2,��¤ɱ�Aɔ'$� 
� "1ȳƻ (¡ʨ C) ,�*�Æ 105ȃɢ1�&ƇǁÊĵ/ʮʕ�CS���i
�ý:D*�$=12 10ȃɢ��ǩ�'$�:$8,H-1ȃɢ2÷ǹŞ1¹
�Ȇ.ȃɢ�(ƇǁÊĵ,ʮ´1ǩ�=1�Ġ�,��ȳƻ�ŠAD�ǹŞ1

W|�kV�[��Gƙīã�C,��ȈȆ2ƻ$!$��ȳƻȆ/ƇǁÊĵ

GǷɡ�$�,��Ǩ/��*ɄɟʴĴįǹ1ƓƏ/2Ⱥ�A.�'$�$%

��ƇǁÊ1W|�kV�[���ƙīã�D$,��Ǩ/(�*2�ı1ɪ

³2ÍƷC,ȿ�ADC�ƴȏȜ+2ɵ�.�� 
 
2.2.4 �¿ɴƼ�A1ȳɵ 
� �DA1�¿ɴƼ�A��:+/ŪĖ¶ʴ1Ȳˈ�ǩ��/ɥȹGò��W

,ǩ�/
C�ı�1ŪĖ¶ʴ�v�G¶ɩ�C$</2¬A�1ƓƏ�Ťɜ

+
C�,�Î�'$�ƴȏȜ+2�"1ƓƏƝǛ,�* WEB v�]+1Å
ÚɚİGǺ�$ŪĖ¶ʴƓƏe��Gƌƾ��"1Ĳɘ�5/Ưàŧ/(�*

ȟ˒Ȟ,ȟ˓Ȟ+ʎ7C� 
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� 3� 

! � � � �  
3.1. ¤ɱ 

� ¤ɱ2�ɄɟʴĴYz�hG�$Ȳˈ1ļ.� Non-Expert1Yz�a��

�1u�haLuG¯��,+�p`W�ɜȩȠɦG�Cʳ1ɽſGǡA�.

��(�ı£�1�v�Gƌ±ÍƷC@�/�C�,+
C���+ɢ��ı

£�1�v�,2�ȟ˓Ȟ1ɪ³ƝǛ+=ʎ7C�-D%�ÊĵGRo�ÍƷ

$�1ɜȩǴ,Êĵ�-D%�ǎȐ�1 2(1Ƃǅ�Aǖ<C� 

 

3.2. ɧɣ,Ĳɘ 

3.2.1 ǂɜ 

� ƴu�bTh2ɉáɚİǉɈ.A5/t�MZ/ǅǥƐʊ�D*�C¸ǎǉ

Ɉ/@'*�p`W�ɜȩȠɦ1Ȳˈ�ǩ� Non-Expert+=]}�^/ŪĖ

¶ʴGɔ�C@�/�C=1+
C�[c�O�[��,�*2�ɄɟʴĴɀ

1Yz�hGɔ'$Ȳˈ1ǩ���Ŀ�*�Cȓ§ʶċ/ɄɟʴĴɀ�ìÛ��

�1u�haLu1;+]}�^/Yz�hGɔ��,+
C��$�'*Ʉ

ɟʴĴɀ¾/,'*=�1u�haLuG¯'*ǌ��,Ʉɀ/˃;>���

.��(Yz�h�C¾/,'*=ŗ�ò�>��=1/�.�D3.A.��

°�3�p`W�ɜȩȠɦ1e��,�* IPTalkˋč 3.1ˌ,��ƟĬ1`s

hMNJ�
C���D2u�sNd[�j�1p`W�ɜȩȠɦɀ�¯��

,Gūı�*�B�Yz�hGɔ'$Ȳˈ1ǩ��/�DGÔǺ�*8��,

�˅��C12Čʹ+
C�Ĳʳ/�1`shMNJGġį+¯Ǻ�@�,�

$�,�
C��: �1`shMNJ�Windows/��Ĺť�*�.��,

> IPJi�]GɉÎ+ɧı�CŤɜ�
B�ȗ/,'*=p`W�ɜȩȠɦɀ

/,'*=¯Ǻ/ʳ1ʴě�ˉ�,ŭ�$� 
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č 3.1: IPTalk1ǽʼ 
 
 
3.2.2 ɧɣ 
� �ĉ2ɉáɚİǉɈ1ǀɩ��.ȈȆ.1+�"D/ǪǨGŘ**ɧɣ�*

�C��1u�haLuGǺ�$Ĳˈ2 2ĉɔ'*�B�"D#Dɧɣ�Ȃ.
'*�C�"1ǔʉG£�1ɖ 3.1/ʎ7C�ġ�.ʛ�2¯Ǻ�*�Cɉáɚ
İ1�Lt��+�ȟ 1ĉȈ+2 AutoJS+ȟ 2ĉȈ+2 jQuery.textcomplete
GǺ�$�,+
C��1 2(1�Lt��1ʛ�2�ɚİ»ɚGè�+ɖȒ
�!C��]h+ɖȒ�!C�,�ɚİ»ɚGɖȒ�!CÃ,.Cʋƫ�Ɏè

ɯ1ʢÐ� Google Suggest API�-��+
C�.��ȟ 1ĉȈ,ȟ 2ĉȈ,
+2ɉáɚİǉɈ/ʛ�2
C��-&A=WEB�AɝC�,�ÍƷ�p`
W�ɜȩȠɦɀ2ɉÎ1m�hp`W�,t�MZ�Å'*�BL�a�ld

h/Ⱥ�CǸę+
D3�OSGĆF /ÔǺ�C�,�ÍƷC��D2 IPTalk
�Windows1;1`shMNJ+
'$�,/Ĺ�Cɡǘȣ1�(,�*ɧ
ɣ�$� 
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ɖ 3.1: ȟ 1ĉȈ,ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ+¯Ǻ�$źɕ1ʛ� 
 

 ȟ 1ĉȈ ȟ 2ĉȈ 
¯Ǻ�Lt�� AutoJS jQuery.textcomplete 
ɚİ»ɚ1ɖȒ è� �]hɖȒ 
ɚİ»ɚÃ1ʋƫ 32000èɯ Google Suggest API 
 
 
� �DGǺ�$Æ«1W�_uh2£�1č+
C�ȟ 1ĉȈ,ȟ 2ĉȈ1Ĳ
ˈ1�Ɲ,=m�hfLR�¾+ English Word List(32000èɯ)=��2
Google Suggest APIGǺ�*�ŷ&Í�D$èɯ�Aɚİ1»ɚGžÍ�ɖȒ
�!*�C�"�*"1»ɚ�AèɯGȐı��"1ŝ/WebSocket,ā3D
C HTML5/*ȣı�D$�J�aL}ʓ·źɕGǺ�*�ʸD$ėŵ/�C
ɄɟʴĴɀ/fS]hGʐ·�*�C�u�haLu+2WebSocketG¯Ǻ�
*�C��ʜʲ+1m�hfLTɉ«2Ɵ/Äɔ�°�
C$<ƴȏȜ+2�

DGɪ³1Ĺɼ,2! �ɉáɚİǉɈ1;ɪ³1Ĺɼ,�*�C� 

 
 

č 3.2: u�aLu1ǂɜč 
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3.2.3 ¯Ǻźɕ 
� ƴȏȜ+1u�haLu1ʬȃ/
$'*¯Ǻ�$źɕ2£�1 2(+
C�
ȟ 2Ȟ+=ʎ7$,�B�WEBv�]1Ju�V�[��Gʬȃ�C$</
HTML5, Javascript�"�*ɉáɚİǉɈ1 Javascript�Lt��+
C
AutoJS6, jQuery.textcompleteGʟż�$�:$�ŷ&Í�D$èɯ1�J�
aL}ʓ·/2 node.js,WebSocketźɕGŹ��Lt��+
C socket.ioG
Ǻ�$� 
�HTML5ˍJavascript 
�AutoJS / jQuery.textcomplete 
�node.js + socket.io (websocket) 
 
 
3.2.4 ʬȃǸę 
� ƴu�haLu+2HTMLˍJavascript,Javascript�Lt��1�(+

C AutoJS, jQuery.textcompleteGǺ�$�"1ǷǼ,�*�õɈ.ʯBĠ�
1OSu�dhsP�}>goL]/Ĺť�!ADCWEBv�]1Ju�V�
[��1Ɲ�@�,Òƛ�$�A+
C�:$ JavascriptGǺ�$ɉáɚİǉ
Ɉ1Y�u�W�i>�Lt���ɻķ+
C�,�A�javascriptGǺ�$Ɲ
�u�haLuGÕ®�C1/=ʞ�*�C,Òƛ�$�:$WEBv�].
1+�t�MZ�
D3-1 OSu�dhsP�}>goL]+
'*="D/
øF!$gZL�G�D3�ı£�1ǗǺȆ.á®G¶ɩ�C,��1=ʟż

�$ǷǼ1�(+
C� 
 
ʬȃǺ PC: 

MacBook Air (Mac OS X 10.8.4) 
 
ʬȃǸę: 

IntelliJ IDEA 12.1.4(ȸøʬȃǸę)7 
AutoJS (version 0.9.2) 
jQuery.textcomplete (version 0.2.4) 
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3.2.5 ɉáɚİ1~Rk^} 

� ƴu�haLu+2 AutoJS.A5/ jQuery.textcompleteGǺ�*�B��

1~Rk^}/(�*ʎ7C�AutoJS+2�textarea/¬A�1ƙī�ÅÚ�

D onkeyupLv�h1ȃǹGǀÍ�$Ʀ/�ʋƫʢÐ,�*Ȅʨ�D*�C

32,000ɯ1Ɏèɯ,ÅÚ�$ƙī,GØƝ�ɊǀȮGɔ��»ɚGÍ�@�/

.'*�C�°�3�ƭÑ/ t,ŷ'$ėø2 the�Í*�C,�'$@�/


C��1èɯ1Íǵˀȁ2Ȅʨ�D*�CɎèɯʢÐ1ˀȁ/.'*�B��

D2ɉǼ/�7Ƭ�C�,�ÍƷC��Ɲ jQuery.textcomplete1Ɲ+2�

textarea/.HA�1ƙī�ÅÚ�D onkeyupLv�hGǀÍ�*�CǨ:+

2ú�%��»ɚGɎèɯʢÐ�A+2.� Google Suggest API�AñŠ�*

�CǨ�Ȃ.C�:$ɖȒ�DC»ɚ=�(%�+2.��ƭġ+ 3(:+�

]hɖȒ��DC@�/.'*�C� 

 

3.2.6 L�a�sN�] 

� 3.2.2 ɧɣ+=ʎ7$@�/�ĉ2p`W�ɜȩȠɦ/��CɉáɚİǉɈ

1ƯàŧGȐɮ�ȈȆ.1+�[�u�.L�a�sN�]/.C@�/�$�

É«Ȇ/2�[�U�w�\/ textareaGʢȻ��"1 textarea1ɜȭ/Ĺ�

* AutoJS1Lv�hGȪ¡��$�"1L�a�sN�]1ǽÂG£�/Ȓ�� 

 

 
č 3.3: u�haLu1w�\S�uc� 
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� :$�ɉáɚİ�Ĳʳ/á®�*�CėʼG]T���S�uc��$ǽÂ

G£�/Ȓ����+2p`W�ɜȩȠɦɀ� important,ŷ,�,�*�C

ʳ/�ƭÑ1 imp1�ƙīGŷ(%�+ǐB1ƙī�ɚİ�DC,��=1+


C�.���1ɉáɚİǉɈ2��ƙīGŷ'$ƦǨ�A��/á®�ĩ:

C��.F&�the1 tGŷ(%�+ǐB1 he�ɚİ�DC,���,+
C� 

 

 
 

č 3.4: ɉáɚİǉɈ�á®�*�Cǰǚ 
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� �Ɲ�jQuery.textcompleteGǺ�$u�haLu1á®ǰǚGS�uc��

$=1�£�1č 3.5+
C�AutoJS1ɉáɚİǉɈ1è�ɖȒ,Ȃ.B��

],ɖȒ�D*�C1�ɝ�C�£�1č1ėø%,��vulnerab	:+ŷ'$

,�E+»ɚ�ƭġ 3èɯ:+�]hɖȒ�D�m�hfLR�2åīS�+

ʟż�O�a�S�+»ɚGǘı�C�,�ÍƷC� 

 

 
 

č 3.5: jQuery.textcompleteGǺ�$ɉáɚİǉɈ 



 20 

 

�  
 

6. AutoJS (under the New BSD license) - http://atmb4u.github.io/AutoJS/ 

7. JetBrains IntelliJ IDEA 12 - http://www.jetbrains.com/idea/
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� 4� 

� # � � �  
4.1. Ĳˈ 

4.1.1 Ĳˈ10A� 

� ƴȏȜ+2�p`W�ɜȩȠɦ/��*ɉáɚİǉɈ�-D%�1ƯàŧG

Ɓ&�:$ Non-Expert1p`W�ɜȩȠɦɀ1ŪĖ¶ʴ�v�G Expert/ʍ

)�C�,GȈȆ/-D%�ü��!ADC�GȐɮ�C�,Gɫ;*�C�

"�+�ƴȏȜ+ȿƾ�$u�haLuGĲʳ1p`W�ɜȩȠɦGūı�$

īŌʄ��1Ǹę+ĲˈGɔ'$��1u�haLu1ɉáɚİǉɈ�

Non-Expert1p`W�ɜȩȠɦ�v�ü�/,'*Ưà+
'$�-����

1u�haLu2p`W�ɜȩȠɦ1ǵė/=ÔǺõɈ.=1+
C�-���

,�'$ɠǨ�AƴȏȜ1Ju��c1ƯàŧGɪ³�C� 

 

4.1.2 ĲˈǸę 

� Ĳˈ2 2ĉɔ��ȟ 1ĉȈ2u�haLu1ƝüŧGȐɮ�C$<1ȥè.

ĲˈGɔ��ȟ 2ĉȈ2u�haLu1ƯàŧGȐɮ�C$<1Ĳˈ,�*ɔ

'$�"D#D1Ĳˈ1ìÛɀ2ġįʰ1ǿįǹ>Ǟğ�AƠƴ/Ʒ*�Cğ

Ď�+
B�ɎɯGǒɯ,�C�=�D3"�+.��=�C�:$�ɗɫˈ

ɀ/@'*īŌʄ���D$ƙȞ1ǎȐGȐĲ/ɴ7C$</ TED1áǽG

ʟH%�TED,2 Technology Entertainment Design1Ȁ+�J~�RøɓĎ

R�sP�kJń��Uq�c+Ŏ�ĉ�ġɞǆ.ɶǦ§G�À�*�CU�

�u1�,+�"1U��u2MNtYLh�/ɶǦ§1ǄĪGʨǽ�$áǽ

GÇʬ�*�C�ƴȏȜ+ TED1áǽGīŌʄ��1Ĺɼ/ʟH%ǷǼ2�

TED/��CɶǦ1RfX��Ġŀ/F$C�,>�Ɵ/ TED1y��fK

J/@CīŌʄ���.�D*�B�ƴȏȜ+1Ĳˈ�AŠAD$īŌ,1ɪ

³�ĵƣ%�A+
C�ǯ/ȗ1ėø2ɄɟʴĴ�
BɶǦɀ1ɬ�$ÊĵG

ʨʽ�$,�*=ƙīʄ��G�*p`W�ɜȩȠɦ1ȳƻ,ǔʉ�C�,�

Čʹ%��TED1áǽ/2ƭÑ�AīŌ�(�*�$�,=ǷǼ1�(+
C� 

� "�*�ȟ 1ĉȈ,ȟ 2ĉȈ1ɗɫˈɀ1Ŀŧí5p`W�ɜȩȠɦ1Ȳˈ

Gɖ�$=1�£�1ɖ 4.1+
C�ɗɫˈɀ2 2ĉ1ĲˈGʓ�* 8û�B�
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�1�&˖û�ġįʰ/ʓį�*�Cǿįǹ+
C�ǐB1ːû2�1ƦƱ/

Ơƴ/Ʒ*�$ğĎ�+
'$�śA1ĿŧGȐɮ�C$</�ɎɯGǒɯ,

�C�-��/(�*ʃĆ�$,�E�6û�ɎɯGǒɯ,�*�B�ˑ û2Ɏ

ɯGǒɯ,�.��"D#D16Ŏ,˗Ŏ1Ɏɯ¯ǺȲˈ�
C,1�,%'$�

:$�p`W�ɜȩȠɦ1�v�/ġ��Ķ��Cɜȭ1�(,ȿ�ADCÅ

ÚʔŒ,|]aLuƘ/(�*2�ĲˈGɔ�Ø/ɗɫˈɀ/Ɏɯ1aLr�

UʔŒǣıYLh+
C�typeonline.co.uk	GǺ�*ǣı�*=A'$��1

YLh+2ːÎʭ
$B1|]aLuƘGǣı�CǉɈ�ǩ��|]aLu1

Ƙ1;��ɖȒ�D.�'$$<�ÅÚʔŒ�AːÎʭ
$B1|]aLuƘ

GȤÍ�$�8û1ÅÚʔŒ1ōĒ2 71.875èɯ/Î+�Ĥ¼2 77.5èɯ/Î+


B�|]aLuƘ1ōĒ2 2.86èɯ/Î+�Ĥ¼2 2.29èɯ/Î+
'$� 

� :$�p`W�ɜȩȠɦ1Ȳˈ/(�*=ʃĆGɔ��ːû2ġįʰ+Ĳʳ

/ʖ/ːĉ2p`W�ɜȩȠɦG�*�BȲˈ�ɻķ%��ǐB1˖û2 0ĉ

�ȩ 8ĉ1;,ȵȶȆ.p`W�ɜȩȠɦGɔ'$Ȳˈ�ǩ�,1�,%'$�

p`W�ɜȩȠɦ1Ȳˈ1Ƙ�ÅÚʔŒ/ǔ°�Cɨ+2ǩ��,/ǿŬ�D

$�� 

 

ɖ 4.1: ɗɫˈɀ1Ŀŧí5p`W�ɜȩȠɦ1Ȳˈ1Ưǩ 

 

 ɎɯGǒɯ,

�C� 

ÅÚʔŒ 

(èɯ/Î) 

|]aLuƘ 

(èɯ/Î) 

p`W�ɜȩȠɦ

Ȳˈ 

No.1 16Ŏʭ 78 0.80 ǩ� 

No.2 Yes 54 2.78 ȩ 8ĉ 

No.3 8Ŏʭ 35 1.80 2ĉ 

No.4 Yes 94 4.85 ȩ 5ĉ 

No.5 Yes 79 0.00 Ƙĉ 

No.6 Yes 92 0.00 Ƙĉ 

No.7 Yes 77 7.94 1.5Ŏʭ 

No.8 Yes 66 4.76 ǩ� 
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� ǋ/Æ 2ĉ1Ĳˈ1ǂɜG£�/Ȓ��Ĳˈ1ĲƞƝǛ,�*2�ɗɫˈɀ
/÷ɉ1m�hp`W�GƁ'*�*=A��Chromet�MZGǺ�* TED
áǽ1YLhGɖȒ�!C,úƦ/�&A�®ų�$ÇʬY�o��/Ȼ�D

$u�haLu1MNtYLh=úƦɖȒ�!*=A'$�ɗɫˈɀ1m�h

p`W�1ǽʼ2č 4.11@�/ 2(1MK�iM�ʬ�*�CǰŮ/.'*
�C�8,H-1ɗɫˈɀ2u�haLu1MNtYLh�ʬ�D*�CMK

�iMGØ/Ȼ��TEDáǽ�Ëǹ�D*�CMK�iMGŝƝ/Ȼ�*�$�
:$ɗɫˈɀ� TEDáǽ1ʽĝGɃ�ʳ2�m�hp`W�1]r�R�+2
.�÷ɉ/Ɓ'*�*=A'$L�x�GǺ�*Ƀ�*=A'$��D2Ɨĳ

1Ő�>]r�R�.-/@CŚʾGƈʱ��ɗɫˈɀÆă/.C7�ú�Ǹ

ę+ĲˈGò�*=A�@�/�C$<+
C� 
� ȟ 1ĉȈ1Ĳˈ+2 AutoJSGǺ�$»ɚ��(��Í.�ɉáɚİǉɈ%
'$��ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ+2 jQuery.textcomplete/@CɉáɚİǉɈ1�]h
ɖȒ/Û�*t�MZǅǥǉɈ1¸ǎǉɈGǺ�$�¸ǎǉɈ/ʮ�*2��

J�aL}+ɔ�/2źɕȆ/ɛʷ+
'$1,ƴȏȜ+2ɉáɚİǉɈ,¸

ǎǉɈ1ƯàŧGȐɮ�C,��ȈȆ�A�ɗɫˈɀ/īŌʄ��G�*=A

'$ŝ/Ƞɀ�t�MZ1fS]hO�JÊ1Q�hW�ThǉɈGǺ�*¸

ǎ�$� 

 
ɖ 4.2: ȟ 1ĉȈ1Ĳˈ1ǂɜ 

 
ƠƦ 2014Ŏ 6Ʈ 19ƠˋƲˌ 
Êĵ ġįʰǹ/@CɉáɚİǉɈGǺ�$ TEDáǽ1īŌʄ�� 

ėŵ űŲȼĘġįƠùS��p] çǹˇ 
ìÛɀ m�hfLR�1ûˋġįʰǿįǹˌ 
TEDáǽ Ruth Chang : “How to make hard choices” 
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ɖ 4.3: ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ1ǂɜ 
 

ƠƦ 2014Ŏ 7Ʈ 7ƠˋƮˌ& 7Ʈ˗Ơˋǧˌ 
Êĵ ġįʰǹ/@CɉáɚİǉɈí5t�MZƐʊ1¸ǎǉɈGǺ�

$ TEDáǽ1īŌʄ�� 
ėŵ űŲȼĘġįƠùS��p] çǹˇ 
ìÛɀ m�hfLR�8ûˋġįʰǿįǹ˖ûˍğĎ�ːûˌ 
TEDáǽ Keren Elazari: “Hackers: the Internet's immune system” 
 
 

 
 

č 4.1: ɗɫˈɀ1m�hp`W�1ǽʼ 

 
4.2. ɪ³ƝǛ 
� ɪ³ƝǛ/(�*2�ɫˈɀ/@'*ŷ&Í�D$ƙȞ1ɜȩǴ,Êĵ1ǎ

Ȑ�1 2(GǺ�C�,/�$�É«Ȇ/2�aLr�UʔŒ/ʮ�*2Ĳˈ
ƦʭÊ/ŷ&ʌ:D$èɯƘ�AːÎʭ
$B1aLr�U1ʔŒGȤÍ�C

�,/�$�aLr�U�D$Êĵ1ǎȐ�/ʮ�*2�ŷ&Í�D$èɯƘ

/��CɰīƘ>Ɵ/
CīŌ,ǔʉ�*�Ɋ�$èɯƘ1ÙøGǺ�C�,

/�$� 
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� �D2şƷ1p`W�ɜȩȠɦ/ʮ�CȏȜ+ɔFD*�C�ɜȩǴ1Îƹ

ŶǛGìȿ/�$�ƿƴ��đˋ2003ˌ�Ŷƫ�ɜȩȠɦ/��CŪĖ1ʥ,
ʃ/(�*ɜȩǴGƂǅ,�*ƌƾ�*�B�ƴȏȜ+2�ɦ+ʎ7$ÄƔȏ

Ȝ+Ƃǅ,�*
�AD$�ɜȩǴ�"�*ŷ&Í�D$Êĵ�áǽÊ1ɶǦ

ɀ1ć'$Êĵ,-D%��Ɋ�*�C�1�Êĵ1ǎȐ�GǺ�$�:$Ư

Ǟˋ2012ˌ�p`W�ɜȩȠɦ/��CŪĖ¶ʴ1ȳƻGÎƹƝǛ,�*�ʥ
Ȇ¾ʼ�ʃȆ¾ʼ�ƦʭȆ¾ʼ1 3(Gƌƾ�*�B�ƴȏȜ+2Ø1 2(1
¾ʼGǺ�$�ǐB1ƦʭȆ¾ʼ,2�ɶǦɀ�ɬ�D$Ʀ,Ĳʳ/p`W�

ɜȩȠɦɀ�"DGŷ'$Ʀ1aL}�UGǣı�C,��=1%��ȗ2ɶ

Ǧɀ�ɬ�D$aL|�UGȍC�,�Čʹ.$<ƴȏȜ+2ʱğ�$� 
 
4.3. Ĳˈȳƻ,ɪ³ 
4.3.1 Ĳˈȳƻ 
� u�haLuG¯F /p`W�ɜȩȠɦG�$ėø,u�haLuG¯Ǻ

�*p`W�ɜȩȠɦG�$ėø/(�*�"D#Dȩ˒Î (ɔ'*=A�

"1ȳƻGǔʉ�$�ǎȐ/˒Î+.�12�TEDáǽ1īŌ�ǑɏǓ/äÏ
AD*�B�˒Îʭ/ʍ�äÏB1ɍ�,�E+äÏ'$$<+
C� 
� ȟ 1ĉȈ1Ĳˈ,ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ1ȳƻ1ɭȯ2£�1ʓB+
C�ȟ 2ĉ
Ȉ1Ĳˈ/(�*2ɛƘ1ɗɫˈɀ�Ľ$$<ōĒ¼GȒ�*�C���+ɦ

ʊ�D*�Cp�_�f�\2 TEDáǽ1īŌ1èɯƘG 100%,�$Ʀ1Ù
ø+
C� 
 

ɖ 4.4: ȟ 1ĉȈ1Ĳˈ1ȳƻ 
 

 u�haLuʻ¯ǺƦ u�haLu¯ǺƦ 
Ʀʭ 187ș 193ș 
īŌ1èɯƘ 424 èɯ 433 èɯ 
ŷ&Í�D$

èɯƘ 
158 èɯ (37%) 142 èɯ (32%) 

ɰīƘ 15 èɯ (4%) 3 èɯ (1%) 
�ɊèɯƘ 32 èɯ (7%) 43 èɯ (10%) 
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ɖ 4.5: ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ1ȳƻ 
 

 u�haLuʻ¯ǺƦ u�haLu¯ǺƦ 
Ʀʭ 206ș 196ș 
īŌ1èɯƘ 514èɯ 410èɯ 
ŷ&Í�D$

èɯƘ 
254èɯ (49%) 219èɯ (53%) 

ɰīƘ 14èɯ (2%) 0èɯ (0%) 
�ɊèɯƘ 198èɯ (38%) 194èɯ (47%) 
 
 
� £�1ĲˈȳƻG 4.2+ʎ7$ɪ³ƝǛ+
C�ɜȩǴ,Êĵ1ǎȐ�/(�
*ɪ³�*��� 
� : ɜȩǴ�Aɝ*���ȟːĉȈ1Ĳˈ/��*�ɨÍ�D$èɯƘ,ī

Ō/ɦʊ�D*�CèɯƘ1ÙøGǔʉ�C,�u�haLuʻ¯ǺƦ2 37%
+¯ǺƦ/2 32%,�� 5zL�h1ǡļ,��ȳƻ�ŠAD$����ȟ 2
ĉȈ1Ĳˈ+2�49%�A 53%61 4zL�h1�ơ�ɮ<AD$��D2ȟ
1ĉȈ1Ĳˈ+2ɉáɚİ1ȳƻɖȒ�è�%�%'$1/Ĺ��ȟ 2ĉȈ1Ĳ
ˈ+2sK�iodTGÃ/ȳƻɖȒ1ƝǛG�]hɖȒ/Ğ�$�,/@C

àƻ,ȿ�ADC� 
� ǋ/ŷ&Í�D$Êĵ1ǎȐ�Gǣı�C$</ɰīǴí5īŌ,�Ɋ�$

èɯƘ1 2(1Ƃǅ+ɝ*���ɰīǴGɝC,�ȟ 1ĉȈ1Ĳˈ/��*u
�haLuʻ¯ǺƦ2ɨÍèɯƘ/��CɰīǴ� 9%+u�haLu¯ǺƦ
2 2%,��ņ�ɮ<AD�ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ/��*= 2%�A 0%,u�ha
Lu¯ǺƦ2ɰīǴ�ª�.C�,�Î�'$�ȟ 1ĉȈ/��*ɰīǴ�ǡ
ļ�*�C12ɉáɚİǉɈ/@'*ɗɫˈɀ�ǎȐ/èɯGŷ&Í"�,�

$ȳƻ�ŷ&Í�D$èɯƘ2ǡļ�$�ǎȐ��ü��$=1,ȿ�ADC�

ȟ 2ĉȈ/(�*2�t�MZ/ǅǥƐʊ�D*�C¸ǎǉɈGǺ�$1+ɰ
īǴ� 0%,��ȳƻ/.'$��1�,�A�ɉáɚİǉɈí5¸ǎǉɈGǺ
�C�,/@CɰīǴ1ǡļ61Ķ�2�ı1àƻ�
C,ȿ�ADC� 
� īŌ/ƫ�D*�Cèɯ,ŷ&Í�D*�CèɯGǔʉ��Ɋ�$èɯ1Ù

øGɝC,�ȟ 1ĉȈ1Ĳˈ+2u�haLuʻ¯ǺƦ2 7%+u�haLu¯
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ǺƦ2 10%, 3zL�h1�ơ�ɮ<AD�ƪ/ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ/��*=ʻ
¯ǺƦ1 38%�A¯ǺƦ1 47%6, 9zL�h1�ơ�ɮ<AD$�ȟ 2ĉȈ
1Ĳˈ+2ɉáɚİǉɈ%�+2.�¸ǎǉɈ=ý:D*�C$<�ɉáɚİ

ǉɈ1;+�ɊǴ1ü�/Ķ��$,2ƛıÍƷ.���ı1àƻ2
'$,

ȿ�ADC� 
 
4.3.2 ɗɫˈɀ�A1sK�iodT 
� :$ɗɫˈɀ/Ĺ�*Ĳˈŝ/J�V�h,L�aq��Gɔ'$ʳ1ȳƻ

=ɦʊ�C�8�1ɜȩȠɦ1ȳƻ/(�*2 4.3.1+=ʎ7$@�/ıʥȆ.
ȳƻ�ŠAD$$<�sK�iodT+2Ĳʳ/ɗɫˈɀ�-1@�/ŭ�$

�1ıŧȆ.ȳƻGʶ<$�.��ȟ 1ĉȈ1Ĳˈ+2Ĺɼ� 1�%'$$<�
ʃĆ1ʿȈ2
A��<ǘ<*�A ɉǼřŖ+110ÎȚŒ1L�aq��G
ɔ'$�ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ+2�˗�1ɗɫˈɀ�Ľ$1+ƭÑ/�&A�
A
��<ǥ¿�$ɉǼɦʎŖ1J�V�h/˗�Æă/Ȣ�*=A��"1ŝ/

ɗɫˈɀ/L�aq���C,��ŶǛGñ'$� 
� : �ʓŊƦ,u�haLu¯ǺƦ+-1@�.ʛ��ŭ�AD$�GɃ�

$,�E�u�haLu¯ǺƦ2aLu|]�ļ.�:$ɬ�D*�CÊĵ/

¡�*��*�C,ŭ�$��ĽC�Ɲ�ɉáɚİǉɈ/@'*ɖȒ�D$è

ɯ��ū�*�$=1,Ȃ.'*�$$</Ǡ��*�:'$,1Ŭɝ�
'

$�:$�u�haLu¯Ǻí5ʻ¯Ǻ/ʮFA �ɬɀ1ɬ�*�C]r�

i/¡�*��1+Ȩ�Ƹ+
'$,��p`W�ɜȩȠɦ"1=1/Ĺ�C

Ȳˈ1ļ.�/@Cŭū=ŠAD$� 
� ǋ/�ʓŊƦ,u�haLu¯ǺƦ+aLr�U1]r�i�-D%�ĞF

'$,ŭ�$�GɃ�$,�E�-&A=ú��A�+�$%�u�haLu

¯ǺƦ2��(�1èɯ/��*2ʔ�ŷ*$,ŭ�$���Ɲ+ɉáɚİǉ

Ɉ1�ǣ,p`W�ɜȩȠɦɀ1ŷ&$�Êĵ��Ɋ�.�Ʀ�
'$,1�

,+
C��1�,�A�ǣ1ȨŒ1ʤɜ+
C�,�Î�'$� 
� �1u�haLuG¯Ǻ�$ŭūGɃ�$,�E�ɉáɚİǉɈ"1=12

Ưà�=�D.��"1e��/ůDC$<1Ʀʭ�Ťɜ+
C�,>�aL

r�UʔŒ1ʔ�ɗɫˈɀ/,'*2Ã�t�L�iadc,��S�y�i

Gɝ.�aLr�UƝǛGǺ�*�C$<�ɉáɚİǉɈ�ʑàƻ/.'$,

ŭ�C,1�,+
'$� 
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� :$�ɉáɚİǉɈ̀ auto-completion @̩B=ɉá¸ǎǉɈ̀ auto-correctionˌ

1Ɲ�Ưà.1+2.��,��sK�iodT�ŠAD$�"1ǷǼ,�*�

śA2ƙȞG¸ǎ�$�,Ŧ'*�C�p`W�ɜȩȠɦ1ʳ2ʝ'*¸ǎ�

CƦʭ�ǩ�$<+
C�:$�èȫ.ɉáɚİǉɈˋ˂ÍɎèɯGȄʨ�$

%�1ˌ@B=ˉŒ.ɉá¸ǎǉɈ1Ɲ�Ưȇ%E�,��Ŭɝ=ŠAD$� 

� $%�ɉáɚİǉɈ2Ưà%,ŭ�AD$ėʼ�
B�"D2ĺʫǺɯ>]

w�GŦ�Í�1�Čʹ.ʪ�èɯGŷ(Ʀ+
C�ɗɫˈɀ�A= 3�4ƙī

ŷ'$ƦǨ+ɉáɚİ�]h�ÍC,Ǡ��>����˔�˕ƙī£�+�]

h�ÍC@�/�D3Ưà.1+2ǩ��,��ƌƾ=
'$� 

 

4.3.3 ɪ³ 

� 1. ɉáɚİǉɈ2 Non-Expert1p`W�ɜȩȠɦ1ʔŒü�/Ⱥ�'$� 

� � ȟ 1ĉȈ1Ĳˈȳƻ�A2�ːÎŘ$B1aLr�UʔŒ�ʓŊƦ1Îʔ

22èɯ�Au�haLu¯ǺƦ1Îʔ 20èɯ61ª��ɮ<AD�ȟ 2ĉȈ

1Ĳˈȳƻ�A=�ːÎŘ$B1aLr�UʔŒ�Îʔ 74èɯ�AÎʔ 67è

ɯ/ª��*�C$<�ɉáɚİǉɈ�ʔŒü�/Ⱥ�'$,2ɢ�.���

1ëĊ,�*2�ɗɫˈɀ1sK�iodT�A=ŠAD$@�/ɉáɚİǉ

Ɉ+ɖȒ�D$»ɚ�ɗɫˈɀ1ūı,Ȃ.'*�$�,>�ɉáɚİǉɈ�

-1@�/Á��GįȽ�CƦʭ�ǩ�'$�,�
�ADC� 

 

� 2. ɉáɚİǉɈ2 Non-Expert1p`W�ɜȩȠɦ1ɜȩǴ1ü�/Ⱥ�'

$� 

� � ɜȩǴ,2-D%�ɶǦɀ1ɬ�D$ÊĵGRo�ÍƷ$�,���,.

1+�Ĳˈȳƻ1�ɊèɯǴGɝC,�1ĉȈ1Ĳˈ�A2 3zL�h1�ơ�

ɮ<AD�2ĉȈ1Ĳˈ�A2 9zL�h1�ơ,��ȳƻ�ŠAD*�C��

1�,�A�ŷ&Í�DCèɯ1]r�i2ª��$�"1¢FB/èɯ1�

ɊǴ�ˉ:'$,ɢ�C�aLr�UʔŒ1ª�1¢FB/èɯ1�ɊǴGˉ

<C�,/@'*�p`W�ɜȩȠɦGò�C¾+
CɄɟʴĴįǹ/,'*

2ɶȼ>|�fK�U.-1Ro�Ǵ���C,ɢ�C%E�� 

� ��+ɋĀǟ�1��ɜȩǴ�ü��*�C/=ʮFA �+ʎ7$p`W

�ɜȩȠɦ1ʔŒ�ª��*�C�,+
C��.F&�aLr�U1ʔŒ�

ʘ�.'*="1¢FB/ÊĵGǎȐ/ɜȩÍƷC@�/.'$,���,+
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C�ɉáɚİǉɈ>¸ǎǉɈGǺ�$Ʀ1aLr�UʔŒ,ɜȩǴ1Ȋʮʮ

´�
C�-���D�AƉ'*ɔ�Ťɜ�
E�� 

 

� 3. ¸ǎǉɈ2 Non-Expert1ɰīǴǡļ/-D%�Ķ��$� 

� ȟ 1ĉȈ+2¸ǎǉɈGǺ�*�.�$<�ȟ 2ĉȈ1Ĳˈȳƻ/(�*ȿ

�C�u�haLuʻ¯ǺƦ2īŌÊ1ÆèɯƘ1�& 2%�ɰī%'$1/Ĺ

��¯ǺƦ2 0%+
'$��D2¸ǎǉɈGǺ�*�C$<,ȿ�ADC�ş

'*�¸ǎǉɈ2ɰīǴǡļ/Ķ��*�C,ȿ�ADC�:$ȟ 2ĉȈ1Ĳ

ˈ/��*�=�¸ǎǉɈ�Á�*�.�,¤ı�$ėø2�ɊèɯǴ�¸ǎ

ǉɈG¯Ǻ�$,¤ı�$Ʀ1 47%�A¯Ǻ�*�.�,¤ı�$Ʀ1 41%6

, 6zL�h1ª��ʄ�CõɈŧ�
B��1�,�A¸ǎǉɈ2ɜȩǴ1

ü�/=Ķ��*�C,ɢ�C� 

 

� 4. ɉáɚİǉɈí5¸ǎǉɈ2 Non-Expert/,'*Æ«Ȇ/ɝ*ƯǺ+


C� 

� � �ɦ1 1�31ɪ³/@B�ɜȩǴ1ü��5/ǎȐ�1�ı1ü��ɮ<

AD$�,/@B�p`W�ɜȩȠɦ/��CɉáɚİǉɈí5¸ǎǉɈ2

Non-Expert/,'*ƯǺ+
C,ɢ�C�aLr�UʔŒ1ª�,��g~�

dh2ɮ<ADC=11�ɜȩǴ+
Cèɯ1�ɊǴ�ü��*�C$<�Ʉ

ɟʴĴįǹ/,'*2ǎȐ.ŪĖGò�ñC,��ɠǨ�AƯȇ+
C,ȿ�

ADC� 

� .��1Ĳˈ+Ǻ�$¸ǎǉɈ2�īŌʄ��ŝ/Ƞɀ�Ŷá+¸ǎ�$=

1+
C$<�J�aL}+1ɉá¸ǎ+2.�1+��J�aL}/@Cɉ

á¸ǎǉɈ1ėø2p`W�ɜȩȠɦɀ1ɔá/¬A�1ŚʾGí9�õɈŧ

�
C�°�3��J�aL}+ɉá¸ǎ�DC1+�p`W�ɜȩȠɦɀ2

ŷ&ʭʛ�GǕ/�C�,ǩ�ŷ(�,/ʶ��C�,�+��ȳƻ,�*a

Lr�UʔŒ�ü��C�,/Ⱥ�C�=�D.���1ǀɩ1$<1Ĳˈ=

�ɦ1ɄɟʴĴįǹ1ǤʅŒɴƼ,úƦ/ȵȶ�*ɔ'*��Ťɜ�
E�� 
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� � � � � � 	 
  
5.1. ƴȏȜ1ųƻ 
� ƴȏȜ+2�ɄɟʴĴɀ1Yz�hŶǑ�ǵď��(�
C/=ʮFA "

DAGĵƣ/ÔǺ�C�,�ÍƷ �ȳƻ,�*ȓ§ìÛ�Čʹ+
CǵǰG

ʩ;*�ȓ§ìÛGĲǵ�C$<1ŶǑ,�* Non-Expert/@Cp`W�ɜ
ȩȠɦ/ȌȈ�$�ǵɔ1ɄɟʴĴYz�hGɴƼ�$,�E�Ȑ�/Yz�

hɉ«2Ĭď�*�C1%�ʦʧȆ>�ȆW]h1ʼ+Æ*1ɄɟʴĴɀ�"

1Yz�hGò�ADC,2ʯA.��,�Î�'$�ǯ/�D2ȗ1Ȳˈ�

A.1%��°�3 1ʖʭŝ/ ITʮ´1ɶǦ§�
C,î��AŪĖG=A�
�,2ɍ�
C���� 1ʖʭØ%,ǵɔ1Yz�hG²˃�C$<1ƦʭȆ
­ə�ǩ��:$²˃�C$<1Ŷȶ�GȲ.�D3.A.�,��ȨȕȆu

�d[���ġ��Ǖʈ/²˃ÍƷ.�,��ǵǰ�
C� 
� "�+ɄɟʴĴɀ1ʍ�/ĽC Non-Expert�°�3ġį+1î�>ú�§ɺ
/ìÛ�*�C�.-/
C�ı£�1�v�1ŪĖ¶ʴGƌ±�*=A�D

3�ɄɟʴĴɀ1ȓ§ìÛ�@Bĵƣ/.C1+2.��,��¤ɱGȝ*�

"1ŶǑ1ǆȮGȏȜ1Ĺɼ/�$�"�*Äɔ�°>ÄɔɴƼGʆ:�*�

Äɔ�°�:%ǩ�p`W�ɜȩȠɦ/��CɉáɚİǉɈ,¸ǎǉɈGǺ�

$p`W�ɜȩȠɦ1ƓƏ,��Ju��cGƌƾ�$�ʬȃ/��*2�OS
u�dhsP�}>goL]/²Ĭ�.�WEBv�]1Ju�V�[��1
ʬȃG�ţ/ƅ��L�a�ldh�Ⱥ�'*�B.��(t�MZ�
D3

ɲ+=ɄɟʴĴɀGƓƏÍƷC�,Gƭªƶ¥/�$�"D/Û�*ɉáɚİ

GǺ�*Non-Expert+=Expert/ʍ��v�1ŪĖ¶ʴGƌ±ÍƷC�,G
ȈȆ,�$ü�GȈƂ�$�Ĳʳ/ TEDáǽ1īŌʄ��+ƴJu��c1Ĳ
ˈGɔ��ɠĸ�5/ƴJu��cGǺ�$ʳ1ʥȆɪ³�ʃȆɪ³Gɔ'$

ȳƻ�ɉáɚİǉɈ/2ɜȩǴ,ǎȐ�1ü�,���ı1àƻ�ɮ<AD$�

����Ɲ+ƱŜ�D$aLr�UʔŒ1ü�/(�*2ʔŒ1�ơ2ɮ<A

D �ʑ/ª��*�C�,�ÒƢ�$ 
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� ���ȸøȆ/ɝ*�p`W�ɜȩȠɦ/��CɉáɚİǉɈ2 Non-Expert

� Expert1ǎȐ�/ʍ)�,��Ǩ/��*Ưà.e��1�(/.B�C

,���,�Ĳˈȳƻ�AȒ�D$� 

 

5.2. ɳ˄,�ŝ1ľư 

� ƴȏȜ/��CĲˈ+2ɜȩǴ,ǎȐ�1ü�1;�ȳƻ,�*ɮ<AD�

ʔŒ1ü�/��CƯàŧGǀɩ�C�,�ÍƷ.�'$�:$ɗɫˈɀ�A

1W~�h/ɉáɚİǉɈ@B=ɉá¸ǎǉɈ1Ɲ�ƯǺ+2.��,��Ŭ

ɝ�
B�ȟ 2ĉȈ1Ĳˈ+Ŷá/@C¸ǎGɔ'$���J�aL}+1ɉ

á¸ǎǉɈ/(�*=�ŝ=ȏȜ1ȵȶ�ǖ<ADC,ȿ�ADC� 

� �$�'*�ŝ2�ɜȩǴ,ǎȐ�GȷƁ�((aLr�UʔŒGü��C

�,,�J�aL}1ɉá¸ǎǉɈ1ƯàŧGȐɮ�C�,�Ťɜ+
C�a

Lr�UʔŒ1ü�/ʮ�*�ȟ 1ĉȈ1Ĳˈ+2 AutoJS/Êɑ�D*�$

ɎèɯʋƫʢÐ�p`W�ɜȩȠɦ/ƭʞã�D$=1+2.��$%ƙīƘ

1ļ.�ˀ�@5J�sIvdhˀ/�H+�$�,�ɗɫˈɀ1aLr�U

GǠ��!$ɜĊ,ȿ�ADC1+�ʋƫ1ʃ1ü��Ťɜ+
C,ȿ�AD

C�É«Ȇ/2˂ÍǴ.-+áȆ/�7Ƭ�C�ɶȼ+ʢAD$ʁƚ/ɦʊ�

D*�CèɯGʢÐ/ʏÛ�C.-1ƭʞã1Ņģ�Ťɜ+
E��:$�ȟ 2

ĉȈ1Ĳˈ1sK�iodT�A=ŠAD$@�/�ɉáɚİǉɈ/@C»ɚ

ɖȒ"1=1�p`W�ɜȩȠɦɀ1ʶ�ÚGĨ�*�CõɈŧ�
C$<�

»ɚɖȒ1aL|�UG5�6ƙīŷ'*�AɖȒ�!Cȡ1Ņģ=Ťɜ/.C

%E�� 

� :$ɉá¸ǎǉɈ/(�*2��D=ɗɫˈɀ�A1sK�iodT+
C

�Ġ�1�2 iPhone>]{�hsP�.-1ɉá]w�cNdTǉɈ/ůD

*�C1+�¤/p`W�ɜȩȠɦ/ɉá¸ǎǉɈ�Ɛʊ�DD3aLr�U

ʔŒ�ü��C�,2åÎ/ȿ�ADC��Ĳ�¸ǎǉɈ�
C,¤ı�$Ʀ

,ǩ�,¤ı�$ƦGǔʉ�C,�ǩ�Ʀ1ɜȩǴ�˕zL�h1ª�'$$

<�ɉá¸ǎǉɈ1Ĳɘ2ɜȩǴ1ü�,aLr�UʔŒ1ü�1�Ɲ/Ķ�

�C,ȿ�ADC� 
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�  /ƴȏȜ1Ĳˈ�Aŭ�$Ǩ2 2(
B�1(Ȉ2ɉáɚİǉɈ>ɉá¸ǎ
ǉɈGǺ�$ʳ1p`W�ɜȩȠɦɀ1ʶ�1ʛ�=ǣı�*��Ťɜ�
C

�,+
C��Ĳ�ɉáɚİǉɈ/@'*ɖȒ�D$»ɚ�ɗɫˈɀ1ūı,

Ȃ.'*�$B�3�4ƙīŷ'$ƦǨ+»ɚ�ɖȒ�D*�$B�*�:�,
ɗɫˈɀ�Ǡ��C�A+
C�2(Ȉ2��1u�haLuG¯Ǻ�C$<1
įȽ/ɜ�CƦʭ>įȽ�C1/àƻȆ.{k�J�1®ų.-=ǀɤ1­Đ

�
C,���,+
C�ɗɫˈɀ1sK�iodT/@C,�Ñ<*�1u

�haLuG¯Ǻ�$1+�ȱ;GǷɡ�C1�ġĞ%'$��ůDC$<1

Ʀʭ�
D3=',ǎȐ/ŷ*$1+2ǩ��,���,%'$�A%� 
� £�1@�/ƴȏȜ��ŝñBȱ:03.A.�ɳ˄2Ġ���ǵƦǨ+1

u�haLu+=ɜȩǴ,ǎȐ�1ü��ɮ<AD$1+�Non-Expert1�v
�Gő���C,��Ǩ/��*ľư2ƢC�,ȿ�ADC�:$ǵď1ȓ§

ȆɇƧ,�*�ġį/��CŪĖ¶ʴ�Ďȝ+2ȼâã�Dȗȝ+=ÝÚȼâ

/.'$�,>�JMOOC1@�. e-learning[]f}�Ő:BīŌʄ��1
ǉ§�Ě�*��+
E�,ȿ�ADC��1ʳ/÷ġį>÷ċ«2ǓĉW]

h1ˉ� Expert/²˃�C�,2�ȤȆ/=�Ȇ/=ʹ��,ȿ�ADC1
+��1u�haLuGǺ�* Non-Expert��ı£�1�v�1īŌʄ��
Gɔ��,�ÍƷD3�ƴȏȜ�ȓ§/ɾǲÍƷC,ȿ�ADCǷǼ1�(+


C� 
� ɄɟʴĴɀ1Yz�h,��ȈȆ1 /=��D�AL�a�ldhGʓ�

*ĐǶ�1���W|�kV�[���ø�Ʀ¢/��*�"1W|�kV�

[��GǈǢ��CĕȑȆ.źɕ/=.B�CõɈŧ�
C�°�3�ɎɯG

ǒɯ,�.��/,'*ɎɯG]}�^/Ƀ��,2ʹ�����1

Non-Expert1p`W�ɜȩȠɦɀ/@CīŌã/@'*W|�kV�[��
�]}�^/.C,���,=ȿ�ADC��D2ǯ/ Global Education1ˁ
ē+
E�� 
� £�1@�/ ICT źɕ��ʭ1¢Ƭ+2.��ʭ1õɈŧGŗ�Í�,���
ICT2
�:+= enabler̀ Ǆ�.�,GõɈ/�C=1 +̩
C,��ƴƷ1

ȈȆ/Ǚ'*�p`W�ɜȩȠɦ/��C ICTźɕ�ȳƻȆ/ɄɟʴĴɀ1Ɠ
Ə/Ⱥ�BśA1ȓ§ìÛGµ��,/ɾǲ��4�*2ĐǶ�1��1ȓ§

ìÛGǈǢ��C enabler/.C�,G˅'*>:.�� 
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